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潮江下水処理場処理水再利用技術

に関する共同研究

高知市の俵大級の公園である「わんば…くこうち」

には，最大水沫約3m，健太帽約100m，貯水容麓約

勘川Onの閉鎖性水域の池があり，水の供給が降雨

のみのため，BOD，COD，リン，窒素等の億が高

く，汚濁した水城となっており，アオコの発生や水

生生物の貧相化を招き，市民の憩いの場としての魅

力が半減している。

そこで，高知市では，「わんば細くこうち」に近

接した潮江下水処理場の処理水を再利用すること，

及び当該地域で開発が進められてきた木質系充填材

の自然浄化機能を利用した簡易なフローと施設によ

る高度処理技術を組み合わせて，池の浄化に必要な

水質と水量を確保すべく，新たな処理方式の開発を

進めることとし，将来において4，000nf／日の供給

能力を備えた施設を潮江下水処理場敷地内に計画し

ている。

本共同研究は，以上の背景を受けて，本技術の高

度処理技術機能を検証する他，その維持管理性を調

査し，最適設計条件及び最適運転条件の把握を行う

こととした。

2．1共同研究の全体フロー
本研究は，平成9～1撫度の3カ年にわたり，実

施するもので，全体フローを図・1に示す。

1，慈本亀件の確聡

2．息衰・りン総裁システムの検討

3．塞験プラント股計庵件の節理

4．究験プラントの敬礼

5、実験フサントの溝板

6．平成9鉾度策験プラントの運転相異報告書の作成
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7．実験プラントの運転

10．主要設計諸元の確立

実験プラントの改遥
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図－1全体の作業フロー

2．2　研究工程

実施設への適用をめざして平成9年度末から平成

11年度にかけて実験プラントによる実証実験を行

い，実施設の設計諸元および最適運転条件を確立する。
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表－1に本共同研究のスケジュールを示す。

表一1共同研究工程

研究項目　　 1 平成 9年度 平成10年度 平成11年度

研究計画の検討
l　　 l

l

パイロットプラントの建設

パイロットプラント調査
l
l
l

調査まとめ・設計諸元の確率 －

小規模生活排水処理として用いられている処理方

式を基に，木質系充填材の自然浄化機能を利用した

簡易な高度処理技術を実用化するために，パイロッ

トプラントを設計，設置し平成10年1月末より通水

を開始した。また，引き続き11～12年度にかけても

東証実験を行う予定である。

3．1パイロットプラントの概要

（1）設置場所

パイロットプラントは，潮江下水処理場水処理

施設内（既設最終沈殿池内）に設置し，二次処

理水を使用する。

（2）規模・構造

・50汀f／日×1系列

・最終沈殿池の越流堰から流出した二次処理水を

ポンプにより処理施設に送水する。

・施設寸法：巾1．0mX長16．2mX深4．15m

・処理施設から試験地にポンプで送水し試験地か

らの排水を自然流下にて雨水管渠へ放流する。

また，図・2に基本構成を，図・3に処理工程を

示す。

3．2　計画水質

計画水質は，これまでの潮江下水処理場のデータ

及び「わんば－くこうち」内の池のデータより

表・2に示す。

なお，参考までに平成8年度，9年度の水質の推

移を表・3に示す。

▽　　　　▽

沈殿槽沈酎柚槽接触ろ材　脱愛憎　接触ろ材n80D，COD空曝気槽脱リン槽接触ろ材mSS除去憎
除去槽

注）▽：曝気装置

図－2　本方式の墓本構成

①　　②　　　　　③　　　　　⑧　　　　⑤　　　　　⑥　　　　　　⑦

図－3　処理工程

表・2　実l正実験施投における計画水質

項　　　　　 目 流 入 水 質 （二 次 処 理 水 ） 白 檀 処 理 水 質

平 成 3 、 7 年 度 平 均 値 計 画 流 入 水 質

p H 7 ．1 8 5 ．8 、－8 ．6

B O D （n 電／l ） 3 ．8 2 0 3

T － N （I㍗ ／l ） 5 ．9 6 1

T ‾ P （n官／l ） 0 ．5 5 0 ．6 0 ．1

大 腸 菌 群 数 （個 ／l（細 山 ） 3 7 ．2 0 0 3 8 ，（X X ） 5 0

濁　　　 度 （度 ） 5

臭　　　 気 不 快 で な い こ と

色　　　 度 （度 ） 10

表－3　潮江下水処理場の二次処理水質

項　　　 目 平成8 年度 平成 9 年度

最大値、最小値 平均値 最大値、最小値 平均値

PH 7．2、6．7 6．9 7．2、6．7 6．9

BO D （叱り ） 14．卜 1．2 5．3 20．6、1．2 7．5

T －N （叩け 9．ト 3．8 7．0 11．6、4．7 7．5

T－P （吋 l ） 1．7卜 0，18 0．67 2期卜 0．05 0．緬

大腸菌群数 （佃／l榊。） 102，㈱）－2，㈱ 23，（櫛 舶 0，（伽、5，伽 41，㈱

－186－



1997年度　下水道新技術研究所年報〔2／2巻〕

3．3　研究結果

（1）実験期間中の処理状況

各水質については馴致期間において処理能力の

立ち上がりの推移を調査するためpH，T－N，T－P

を主にSS，BOD等を分析した。日常監視項目に

ついては分析結果を確認しながら項目を増してい

った。1月23日に通水し，3月22日までを馴致期

間とし日常分析を実施しながら実験プラントの処

理性能推移の状態監視を行った。

なお，馴致期間の平均水質結果を表－4，表－5

に，この期間の水質変化を図－4～9に示す。

表－4　平均水質

期　 間 ．1／ 2 3 －～13 ／ 2 7

CD 原 水 ⑫ 処 理 水

p H 7 ．0 7 欄

S S （m g ／l ） 3 ．3 3 ．7

n o D （m g ／l ） 9 ．4 4 ．3

T － N （m g／l ） 9 ．4 6 ．0

T ㌧－P （m g ／l ） 0 ．7 9 0 ．4 5

表－5　平均水賞（日常項目）

期間：3／2～3／27

境 目も

① ③ ③ ④ ⑨ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑲ ⑫

猟 人 水 沈殿 槽 撮 軌 l 韻 欄 脱 怠惰 鰍 職 伽 用

鵬 患槽

窯舶 鴨 随りン櫓 鰍 側 徽 諷 緒

N H 4㌧ N （叩 ／′） 1，4 3 1 ．16 1，8 1 1．9 7 1．93 1，58 0 ．14 0 ．14 0 ，10 0 ．0 5 0 ．餉

N O I‾－ N （珊 ／′） 5 ．0 2 5 ，69 4 ．13 3 ．38 1、9 2 2 ，39 5 ，44 5．3 0 4 ．8 2 4 ．5 8 4 ．5 1

恥 ト ー P （叩 ／＝ 私 7 （I 0 ，88 1．0 3 1，恥 1．（扮 1 ，07 軋 97 0 ，8 7 0 ．6 5 仇 4 2 仇 38

透 明 度 （① ） － W － W ≠ ー － ー － 4 7調 56 、斑）

D O （叩 ／り ．賄 ー 榊 W ー 喩 一 棚 ー ー

PH 6 ．9 5 サ ー ～ ー ｝ ー 糾 － 糾 7 ．86

水 温 （℃ ） 17 ．8 1 － － － ー － ー 一 － ¶ 16．5 2

p H
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図・4　pH経口変化
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図－6　BOD蛭日変化
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精 密 試 験 項 目 平 均 値　 平 成 1 0 年 3 月 1 針 目 ， 2 5 日 ， 2 7 日
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図・9　番楕毎のアンモニア性窒素及び硝酸性窒素の動き

（2）馴致期間中の経過状況とその処置

1）発泡

通水直後第6池（チャコールバイオ）は曝気

により処理水槽内に抱が充満したが，1週間種

皮で発泡は少なくなった。原因として炭素系有

機物の有機物が混入したと考えられる。

2）処理水への色の付着

通水後3週間は第2池（有機物）と第4池

（炭素系有機物）から本の色素が洛出して処理

水が着色したが，次第に色素の溶出が少なくな

り処理水に色の付着は少なくなった。

3）炭の粉末

第6池（チャコールバイオ）から木質炭の粉

末が混ざった処理水がでたため，SS分がやや

大きい債となった。ろ材表面に付着していた炭

の粉末の流出が少なくなったため処理水に炭の

粉末の混入は少なくなった。

4）ろ材の目詰り

第2池（有機物），第4池（炭素系有機物），

第8池（リントール）で，ろ材のE詰りが発生

した。

①　第2池（有機物）

通水後2ケ月位経過して発生した。これは

ろ材間に成長した生物膜の成長及び剥離が原

因であった。散気管で逆洗をすることで容易

に回復することができた。

（参　第4池（炭素系有機物）

原因はろ材サイズが槽の大きさに対して小

さかったことにより第2池からの生物膜剥

離・流出により目詰りをしたと考えられる。

散気管で逆洗をすることで容易に回復するこ

とができた。

（彰　第8池（リントール）

通水後1ケ月で目詰りが発生した。原因は

ホスカット量を多く充填したため，ろ材に荷

重がかかったためと考えられる。槽内に架台

を設置することにより，ろ材に荷重がかから

ないようにして，回復することができた。

4．1　まとめ

平成9年度について，パイロットプラントにおけ

る東証実験の結果をまとめると次の通りである。

1）馴致期間中は槽の調整により日々のデータ一

にバラツキがあった。

2）原水のT＋軋　T…Pは計画値より高いものの

当初予定量を除去することが出来た。各項目も

安定の傾向がみられた。

3）原水のT十軋1「沖の変動が大きいため処理

水の水質が変動する傾向がみられた。

4）水温は外気温により下がったが処理に対する

影響はみられなかった。

5）沈殿溶出槽よりの有機物により脱愛を促進す

る傾向がみられた。

6）馴致期間中SS，CODはろ材の影響により処

理工程の途中でやや増加する傾向がみられた

が，処理水質は良好となった。

4．2　今後の課題

実験プラントへの流入水質（処理場からの二次処

理水質）が当初計画を上回り，脱窒槽でBOD源不

足により脱窒が不完全となることが予想されるの

で，何らかの有機源を補充する必要がある。また，

流入DO値も高いため，処理場側での工夫，もしく

は，実験プラント側での工夫が必要である。

●この研究に関する問い合わせは　研究第一部長

研究第一部主任研究員

研究第一部研究員

研究第一部研究貞
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